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★
歯
の
衛
生
週
間
6
月
4
日
～
1
0
日

虫
歯
は
自
然
に
は
治
ら
な
い

　
い
’
．
た
ん
虫
出
困
に
声
，
r
．
た
止
困
は
自

然
に
は
治
り
ま
せ
ん
．
．
し
か
し
適
切

に
治
療
し
さ
え
ず
れ
ば
、
　
一
生
自
分

の
歯
で
通
す
こ
と
も
で
き
ま
す
．
．
大

切
な
の
は
早
く
見
つ
け
、
早
く
治
す

こ
と
で
す
｝
．
治
療
次
第
で
一
生
使
え

る
歯
を
み
す
み
す
失
∫
．
て
し
ま
わ
な

い
た
め
に
ヨ
⊃
、
虫
出
困
と
い
・
り
病
仁
夙
の

特
徴
を
よ
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
4
、
す
．

　
ま
ず
、
虫
歯
の
第
一
の
特
徴
は
、

自
然
に
は
治
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
．
．
か
ぜ
な
ど
の
他
の
病
気
で
は
、

安
静
に
し
！
、
休
養
を
と
れ
ば
時
間
と

と
も
に
健
康
を
回
復
し
ま
す
が
、
虫

歯
の
場
合
、
エ
ナ
メ
ル
質
や
象
牙
質

と
い
’
．
た
歯
の
外
側
の
か
た
い
組
織

に
は
自
然
治
癒
の
力
は
あ
り
ま
せ
ん
．
．

　
第
二
に
は
、
初
期
に
は
痛
み
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
｝
こ
の
た
め
、

ト
ホ
ほ
ど
后
夙
キ
一
つ
け
げ
、
い
な
い
と
発
目
ル

が
遅
れ
、
痛
み
だ
し
た
と
き
に
は
相

当
症
状
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
特
徴

を
も
．
’
．
て
い
ま
す
．
．

　
第
一
二
と
し
て
は
、
歯
が
な
く
な
っ

て
、
は
じ
め
て
歯
の
重
要
性
が
理
解

さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
初
期
に
は

比
較
的
軽
視
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
病

気
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

な
ぜ
虫
歯
に
な
る
の
か

　
虫
歯
は
弱
い
歯
、
栄
養
分
、
細
菌
、

と
い
う
三
つ
の
要
素
が
重
な
っ
た
と

き
に
で
き
ま
す

　
口
の
中
に
は
虫
歯
の
原
因
菌
と
な

る
ス
ト
レ
プ
ト
コ
ッ
カ
ス
・
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
細
菌
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
一
み
が
き
残
し
た
食
べ
か

す
、
特
に
、
糖
分
が
歯
の
表
面
に
つ

い
て
い
る
と
、
こ
の
ス
ト
レ
プ
ト
コ

ッ
カ
ス
・
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
は
、
そ
れ

ら
を
栄
養
分
と
し
て
繁
殖
し
、
う
蝕
、

つ
ま
り
歯
を
溶
か
し
て
虫
歯
に
し
て

し
ま
う
の
で
す
．
一
生
え
た
て
の
歯
や

表
層
組
織
に
フ
ッ
素
分
の
少
な
い
な

ど
の
歯
ほ
ど
虫
歯
に
な
り
や
す
く
、

進
む
速
度
も
速
く
な
り
ま
す
。

　
歯
垢
を
つ
け
た
ま
ま
に
す
る
と
虫

歯
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
、

★町内各小学校の虫歯の状況

項目
学校名 東郷小．福二小寺迫小 坪谷小越表・J・

受 検　者
261 旨82　129 63 13

乳
　
健
止
：

歯　者． 5． 1　　　1 1 0

困　＼

y＼り　　；

患者 256． 　81　．128：　　　1 62 13

び
内
．
水
久
… 処置完了者 37：

：　14…21
12 0

止
口
困 未処置者

219 ：67　107． 50 I
1
3
：

その他の歯肉 30 19　　i 20 7

2い本

★1人平均の喪失歯数★
　5　　　　　　　10　　　　　　　150

★町内小学校の虫歯の状況★

健全者
　8人（1．5％）

り

患処置完了者

　84人

（15．3％）

者
受検者
548人

0．4本

1．6本

3．0． {

本？
一F

D

12．2本

＿＿」20・1本
；資零ご手2厚F士≡省

　未処置者
　　　456人
　　　（83．2％）

猟
臓
職
能
臓
臓

、

虫
歯
に

　
　
な
ら
な
い
た
め
に

虫
歯
の
予
防
に
は
、

　
0
歯
の
清
潔

　
②
糖
分
の
制
限

　
⑨
歯
の
強
化

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
、
虫
歯
は
口
の
な

か
に
い
る
あ
る
種
の
細
菌
が
住
め
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
の
細
菌
は

糖
分
を
栄
養
素
と
し
て
増
殖
し
活
動

し
ま
す
か
ら
、
そ
の
栄
養
素
を
少
な

く
す
る
こ
と
、
歯
に
十
分
な
栄
養
を

あ
た
え
る
こ
と
や
、
歯
に
直
接
補
強

－
す
る
な
ど
し
げ
、
歯
を
ま
も
る
方
法
が

必
要
で
す
．
．

〆

・
つこ“、

つ町 報　　と～1 平F友3・年6月写．

　　　し

1コい

胆た
評け
会

一

　
四
月
ニ
レ
三
日
、
東
郷
素
乾
椎
茸

品
評
会
が
日
向
農
協
東
郷
支
店
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
．
．
こ
の
品
評
会
は
、

乾
椎
茸
の
生
産
技
術
と
品
質
を
高
め

経
営
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
行
わ
れ
げ
、
い
ま
す
．
．
各
部
門
の
入

畳
二
者
は
次
の
方
々
で
す

袋
物
（
七
百
グ
ラ
ム
）
の
部

　
香
藷

ニー優
等等等

三
等

　
茶
花
冬
蕗

優
等一

等

二
等

一、

齠
　
冬
藷

一
等

二
等

調
物
の
部
下

　
香
信
大
葉

優
等一

等

二
等

三
寸

浜
辺
洋
r
良

山
脚
勝
徳

三
浦
文
人

糠
床
光
美

井
田
　
健

那
須
綱
義

井丸吉口
脇須田貝
　綱
健義i稔一

磯
貝
　
一

谷
口
末
弘

置
床
勝
徳

磯
貝
　
一

直
野
孝
行

黒
木
忠
光

香
芝
中
葉

二
等

三
等

　
香
“
姑

優
等一

等

二
等

三
等等等冬

　　藷

伏
込
地
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

浦
ま
チ

．光

磯
貝
、

磯　浜磯　山　浜
貝」旦　貝1末込i

朝靖　勝洋
二」㌃二∫一一真諦一一

　　　　　　　郎

浜磯浜
辺貝辺
靖　　洋

子一一
　　　　　郎

浜
辺
洋
一
郎

草
野
農
夫
男

　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
末
弘

優
良
賞
　
　
　
　
　
　
田
原
】
義

　
　
　
　
　
　
　
　
稲
田
喜
長

特
別
賞
授
賞
者

　
　
東
郷
町
長
賞

　
　
　
箱
物
　
　
浜
辺
洋
一
郎

　
　
　
箱
物
　
　
　
山
床
勝
徳

　
　
宮
崎
県
経
済
連
会
長
賞

　
　
　
袋
物
　
　
　
磯
貝
　
］

　
　
　
袋
物
　
　
浜
辺
洋
一
郎

　
　
日
向
農
協
理
事
長
賞

　
　
　
伏
込
地
　
浜
辺
洋
】
郎

　
　
　
特
別
賞
　
　
谷
口
末
弘

　
　
メ
ー
カ
ー
賞

　
　
　
出
品
努
力
賞
　
磯
貝
　
一

　
　
　
出
品
奨
励
賞
　
田
野
支
部

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
・
飼
養
に
は

　　

@　

@
許
可
が
必
要
で
す

　
最
近
、
メ
ジ
ロ
の
不
法
捕
獲
・
飼

養
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
み
ん
な

で
メ
ジ
ロ
を
保
護
し
、
美
し
い
鳴

き
声
が
た
え
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
、

　
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
、
飼
養
に
は
、
次

の
よ
う
な
内
容
に
よ
り
行
う
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
、

o
捕
獲
で
き
る
期
間

　
毎
年
七
月
一
日
か
ら
翌
年
の
一
月

三
十
一
日
差
で

　
県
（
東
臼
杵
農
林
振
興
局
）
の
許

可
が
必
要

。
飼
養
で
き
る
羽
数

　
原
則
と
し
て
一
世
帯
に
つ
き
一
羽

　
町
の
許
可
が
必
要

　
手
数
料
　
二
、
三
〇
〇
円

　
な
お
、
不
明
な
点
、
メ
ジ
ロ
捕
獲

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣

保
護
員
ま
た
は
、
役
場
林
政
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
鳥
獣
保
護
員

　
黒
木
睦
実
（
寺
迫
）
㊦
1
8
0
9

　
松
掛
芳
郎
（
坪
谷
）
⑲
7
7
4
0

電
濃
憾
回
し
く
使
い
ま
も
よ
う

　
　
郵
政
省
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
六

　
月
十
日
ま
で
の
十
日
間
を
「
電
波
利

　
用
保
護
旬
間
一
と
定
め
、
「
つ
く
ろ

　
う
／
ク
リ
ア
な
電
波
環
境
」
の
ス
ロ

　
ー
ガ
ン
の
も
と
、
不
法
電
波
の
追
放

　
を
目
指
し
て
積
極
的
な
広
報
活
動
及

　
び
取
締
り
を
行
い
ま
す
．
一

　
　
電
波
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放

灘
灘
　
蕪

～
　
イ
ハ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
、
不
法
パ
ー

　
ソ
ナ
ル
無
線
、
不
法
ア
マ
チ
．
一
ア
無

　
線
及
び
不
法
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
等
に

　
よ
る
不
法
電
波
が
使
用
さ
れ
、
正
規

　
の
無
線
通
信
に
混
信
す
る
な
ど
多
く

　
の
電
波
妨
害
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
ま

　
す
，

　
　
こ
の
よ
う
な
不
法
無
線
局
を
開
設

　
し
た
り
、
運
用
し
た
り
す
る
と
電
波

　
法
違
反
と
し
て
一
年
以
下
の
懲
役
ま

　
た
は
二
卜
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

　
ら
れ
ま
す
、

　
　
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
一

　
日
か
ら
は
電
波
法
に
定
め
ら
れ
て
い

　
る
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い
無
線
機

　
器
を
製
造
、
改
造
ま
た
は
販
売
し
た

　
事
業
者
に
対
し
て
、
勧
告
、
公
表
及

び
業
務
報
告
の
徴
収
な
ど
の
措
置
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
も
し
、
こ

の
業
務
報
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚

偽
の
報
告
を
し
た
り
し
た
者
は
、
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．
．
ル
ー
ル
を
守
り

無
線
機
は
免
許
を
受
け
て
使
い
ま
し

よ
う
．

　
な
お
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
受
信

障
害
、
そ
の
他
電
波
一
般
に
係
わ
る

御
照
会
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記

へ
御
相
…
談
く
だ
さ
い
、

o
連
絡
先

九
州
電
気
通
信
監
理
局

〒
8
6
2
　
能
…
本
市
健
軍
町
2
6
1

4
の
2

智
　
0
9
6
（
3
6
8
）
6
8
6
3
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鈴

▲こんなにたくさん
　4月17日、東郷中学校の遠足が行なわれました．

この遠足の際に中学校から町のグラウンドまでの道路の

空缶を生徒たちで収集しましたが、ゴミ袋6枚分の空缶

がありました．

駕　　　　　　　雲隠メ
　　　　▲老人ホームを訪問
　4月13日、ナツメロ小鳩会、17日に糸平司音楽事務所、

19日には本町出身の歌手水沢あけみさんが、町内の老人

ホームを訪問しました。

　入園者は、この音楽と歌のプレゼントに目をほそめて

いました．

』

醗 鐸

甑き・コ 夢養

　　　　　　▼絵の寄贈
　5月8日、宮崎市出身の水墨画家向原常美さんから東

郷町へ絵の寄贈が行われました．

　向原さんは、4月25日から5月6日まで日向市の寿屋

において個展を開いていました。作品は宮崎の風景を描

いたものが多く、特に今回贈られた絵の中には牧水の歌

が入れられています。

　　　　　　▼お茶でお礼

　5月15日、坪谷中学校の生徒会代表3名が、老ノ＼ホー

ム「鈴峰園」を訪問しました．

　これは、先日「鈴峰園」から学校へ竹ぼうきがおくら

れ、そのお礼として手紙と体験学習で摘んだお茶を持っ

て訪れたものです。

＜低コスト和牛生産で受賞
　宮崎市で開催されたサンシャイン農業・農林コンクー

ルにおいて、東郷町のニコニコ愛牛クラブが県農政水産

部長賞を受賞しました。

　これは、婦人グループの手で低コストの和牛生産を昭

和57年以来行ってきましたが、その畜産経営努力が認め

られたものです．
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更新スケジュール

被
保
険
者
証
の
更
新

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
持
r
．
イ
、

い
る
被
保
険
者
証
は
、
平
成
三
年
六

月
「
卜
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
、

　
新
し
い
被
保
険
者
証
と
の
引
き
替

え
は
区
長
・
組
合
長
を
通
じ
て
行
な

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．

　
被
保
険
者
証
の
更
新
期
間
に
病
院

等
に
か
か
る
場
合
は
、
役
場
で
「
被

保
険
者
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
の

　
㊥
㊥
被
保
険
者
共
に
つ
い
て

　
修
学
や
出
稼
ぎ
な
ど
で
別
個
の
被

保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
、

ま
た
受
け
た
い
方
〔
今
年
四
月
の
入

学
者
で
、
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い

る
方
は
除
く
）
は
、
早
目
に
交
付
申

請
の
手
続
き
を
役
場
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
．
．
な
お
修
学
中
の
方
は
、
在
学

て
、
保
険
年
金
係
ま
で
連
絡
を
し

く
だ
さ
い

61

△

65

△

620

△

625

△

71

△

組合長へ通知　旧被保険者証の　更新事務新被保険
　　　　　取りまとめ　　　　　　　者証交付

△

修学中・出稼ぎなどで別個の被保
険者．正の必要な方の申請期間

△

証
明
書
を
添
え
て
く
だ
さ
い
、
．

高
額
療
養
費
に
つ
い
て

　
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

か
、
平
成
三
年
五
月
】
日
か
ら
、
五

万
七
千
円
が
六
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
　
（
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
三
万
千
八
百
円
が
三
万
三
千

六
百
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
．
．
）

被
保
険
者
証
の
更
新
と
高
額
療
養
費
に

つ
い
て

東
郷
ソ
ー
イ
ン
グ

　　

@
株
式
会
社

　
東
郷
町
大
字
山
陰
丙
一
四
三
番
地

　
　
　
　
　
貧
6
9
）
2
1
1
2

　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
富
山
　
林

。
設
立
年
月
日
は
？

　
昭
和
五
十
六
年
二
月
一
日
で
す
．
．

O
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
八
十
四
名
で
す
。

O
会
社
の
仕
事
内
容
は
？
・

　
ア
ー
ノ
ル
ド
．
パ
ー
マ
ー
ブ
ラ
ン
ド

商
品
の
縫
製
工
場
で
、
主

戸一

ﾛ町

¥
ニ
ッ
ト
、
ン
ヤ
ツ
、

布
綿
シ
ャ
ツ
の
生
産
を
行

っ
て
い
ま
す
。

O
会
社
の
特
徴
は
？
・

　
昭
和
四
十
五
年
に
東
郷
禰
・
L

ニ
ッ
ト
㈱
と
し
て
創
業
、

昭
和
五
十
六
年
二
月
に
東

郷
ソ
ー
イ
ン
グ
㈱
と
し
て

独
立
し
山
陰
の
工
場
が
本

社
に
な
り
ま
す
。

　
生
産
量
は
日
産
千
二
百

枚
、
年
間
三
十
四
万
枚
で

灘
灘
匡

格
は
六
千
円
か
ら
二
万
円
ぐ
ら
い
で

少
々
高
め
で
す
が
、
ゴ
ル
フ
ウ
ェ
ア

と
し
て
人
気
は
最
高
で
す
。

O
そ
の
他
に
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・

　
会
社
内
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、

ボ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
ボ
ー

リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
は
い
ろ
い
ろ
な
大
会

で
年
に
三
、
四
回
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
の
三
体
に
は
二
名
出

場
し
ま
す
し
、
大
変
に
盛
り
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
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全
町
公
園

脚

脚
　
⇔
西
城
公
園
…

r
…
…
…
…
，
…
…
｝
…
」

　
成
願
芋
の
東
側
小
高
い
丘
の
上
に

西
城
公
園
が
新
し
く
で
き
た
．
．
事
の

起
こ
り
は
、
平
成
一
霞
年
が
山
陰
坪
谷

村
百
姓
一
揆
三
白
年
に
あ
た
る
の
を

機
に
一
百
姓
一
揆
三
百
年
一
の
記
念

碑
と
都
農
町
股
猪
野
に
収
容
さ
れ
た

干
四
百
ニ
レ
愚
人
が
小
屋
掛
生
活
を

し
！
、
い
た
時
死
亡
し
た
七
十
九
人
の

墓
石
を
掘
り
あ
げ
て
、
こ
の
記
念
碑

の
脇
に
埋
葬
し
て
御
霊
を
慰
め
て
い

る
．
．　

．
兀
々
、
成
．
願
、
寺
を
と
り
ま
く
小
高

い
山
は
、
小
野
田
の
山
陰
城
の
出
城

で
、
そ
の
城
は
一
網
ン
が
城
」
と
呼

　　

@　

@　

@
裡

釜
　
　
　
　
三

瀬
　
猛

▲西城公園

…蘭

ば
れ
て
い
た
．
一

　
成
願
寺
は
山
陰
城
主
で
あ
っ
た
米

良
喜
内
が
、
天
文
二
十
一
年
二
五

五
二
）
頃
に
田
野
区
稲
葉
野
に
あ
っ

た
中
野
寺
を
今
の
場
所
に
移
し
た
と

さ
れ
て
い
る
．
、
山
陰
城
主
は
曹
洞
宗

の
信
仰
に
厚
く
、
そ
れ
か
ら
百
三
十

四
年
経
て
延
岡
台
雲
座
五
世
の
霊
峰

円
鎖
和
尚
を
招
い
て
、
伝
法
の
開
山

と
し
て
こ
の
地
を
車
地
と
し
た
，

　
こ
の
よ
う
に
成
願
寺
と
山
陰
城
主

と
は
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
そ
し
て

寺
を
と
り
ま
く
山
が
出
城
で
あ
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
公
園
を
「
西

城
公
園
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
．
一

　
こ
の
公
園
の
広
さ
は
約
三
千
平
方

メ
ー
ト
ル
位
あ
り
、
全
面
芝
生
が
植

え
ら
れ
、
ト
イ
レ
・
水
道
・
駐
車
場

も
あ
り
、
園
内
に
桜
五
十
余
本
、
ネ

ム
の
木
、
ツ
ツ
ジ
そ
の
他
植
栽
さ
れ
、

前
述
の
記
念
碑
が
一
段
高
く
設
け
ら

れ
て
い
る
「
．
公
園
へ
は
、
成
願
寺
か

ら
の
道
と
、
寺
の
西
側
か
ら
前
田
稲

1

O
避
、

▲西城公園からの眺め

荷
へ
の
道
か
ら
行
け
る
。
ま
た
自
動

車
も
寺
の
西
側
か
ら
乗
り
入
れ
で
き

る
。　

こ
の
公
園
に
立
っ
て
眼
下
の
耳
川

を
見
る
と
水
の
流
れ
が
瀬
に
な
っ
て

い
て
音
を
た
て
て
流
れ
て
い
る
、
．
上

手
に
昔
の
東
郷
僑
の
橋
脚
が
二
本
見

え
、
木
橋
吊
橋
時
代
の
面
影
を
残
し

て
い
て
、
ま
た
そ
の
上
手
に
か
か
る

東
郷
大
橋
の
姿
が
よ
い
。
二
百
八
十

余
メ
ー
ト
ル
の
白
い
長
い
橋
が
真
一

文
字
に
裏
罫
を
ま
た
ぎ
緑
の
山
中
を

突
！
．
走
っ
て
い
る
、
．
橋
の
ト
下
は
青

白
い
流
れ
が
帯
の
様
に
ず
っ
と
上
手

の
方
ま
で
続
い
て
い
る
．
右
手
の
眼

下
に
は
美
し
い
形
の
成
願
寺
の
屋
根

縣］
⑳
牧
水
歌
碑

宮
崎
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

（
宮
崎
科
学
技
術
館
）

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

　
わ
か
竹
の
伸
び
ゆ
く
ご
と
く
子
ど

も
ら
よ
真
直
ぐ
に
の
ば
せ
身
を
た
ま

し
ひ
を

　
宮
崎
駅
の
裏
（
東
側
）
に
宮
崎
科

学
技
術
館
が
あ
り
ま
す
．
．
そ
の
敷
地

の
南
側
に
美
し
い
日
本
庭
園
と
錦
鯉

が
泳
ぐ
和
風
の
池
が
設
置
さ
れ
て
い

越
し
に
鈴
峰
園
、
中
学
校
、
小
学
校

な
ど
が
白
亜
の
殿
堂
の
よ
う
に
見
え

る
、
．
そ
し
て
鶴
野
内
の
家
並
が
は
’
．

き
り
分
り
、
そ
の
上
手
の
西
の
八
狭

山
が
な
だ
ら
か
な
背
を
南
北
に
走
ら

せ
て
い
る
．
．
山
の
向
こ
う
は
西
郷
村

で
あ
る
．
．

　
眺
望
極
め
て
よ
し
。
こ
う
し
た
高

い
所
よ
り
眼
下
に
展
開
す
る
す
べ
て

の
景
色
が
東
西
南
北
に
見
ら
れ
る
所

は
、
と
て
も
少
な
い
の
で
す
一
、
ぜ
ひ

桜
の
季
節
を
は
じ
め
四
季
折
々
に
こ

の
公
園
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
、

　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

ま
す
が
、
そ
の
す
ぐ
傍
ら
に
こ
の
歌

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
歌
碑
は
宮

崎
科
学
技
術
館
の
開
館
を
記
念
し
、

明
日
を
担
う
子
供
達
の
す
こ
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
宮
崎
市
が
昭
和
六
十

二
年
八
月
】
日
に
建
立
し
ま
し
た
。

歌
は
、
以
前
に
こ
の
欄
で
紹
介
し
ま

し
た
坪
谷
中
学
校
の
歌
碑
と
同
じ
歌

で
す
．
．
牧
水
歌
集
第
十
五
巻
「
里
松
」

に
「
や
よ
少
年
た
ち
よ
」
と
題
し
て

収
緑
さ
れ
て
い
る
九
首
の
中
の
】
首

で
す
．

　
牧
水
は
大
正
十
四
年
（
四
卜
歳
）

の
四
月
、
長
野
県
佐
久
市
の
岸
野
小

学
校
で
講
演
を
し
、
そ
の
時
、
児
童

た
ち
の
た
め
に
書
き
残
し
た
こ
の
歌

の
半
折
が
現
在
も
同
校
に
保
在
さ
れ

て
お
り
、
宮
崎
市
は
そ
の
書
を
借
用

し
て
、
こ
の
歌
碑
に
刻
み
ま
し
た
，

碑
石
も
堂
々
た
る
も
の
で
、
私
の
目

分
量
で
は
、
横
巾
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
一
・
八
メ
ー
ト
ル
は
あ
り
石
の

厚
み
も
九
十
セ
ン
チ
は
あ
る
で
し
ょ

・
つ
一
．

　
と
こ
ろ
で
、
牧
水
は
大
正
十
三
年

頃
か
ら
、
揮
毫
頒
布
を
各
地
で
か
な

り
意
欲
的
に
行
／
．
て
い
ま
す
．
一
ま
た

歌
会
に
出
席
し
た
り
、
学
校
で
の
講

演
会
に
招
か
れ
た
り
、
そ
の
よ
う
な

旅
行
が
多
い
よ
う
で
す
，
そ
し
て
、

大
正
長
四
年
二
月
の
初
旬
、
揮
毫
会

で
得
た
資
金
で
沼
津
市
市
道
に
桃
畑

五
百
坪
の
土
地
を
購
入
し
、
八
月
に

・
は
新
居
の
建
築
を
始
め
て
、
十
月
に

こ
の
新
居
に
移
転
し
ま
し
た
、
牧
水

は
よ
う
や
く
、
わ
が
家
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

レ
宮
崎
科
学
技
術
館
の
歌
碑

、
つ

こ“、
つ

と報町平成3年6月号【
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農
薬
散
布
の
際
は

使
用
時
期
・
回
数
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
農
薬
は
、
病
害
虫
や
雑
草
か
ら
農

作
物
を
守
’
．
た
り
、
農
作
物
の
安
定

的
生
産
を
図
’
．
た
り
す
る
た
め
に
、

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す

　
し
か
し
、
そ
の
取
り
扱
い
方
を
誤

∫．

ｽ
り
、
不
正
粗
悪
な
無
登
録
農
薬

が
使
用
さ
れ
た
り
し
た
場
合
に
は
、

使
用
者
や
周
辺
の
人
々
の
健
康
お
よ

び
環
境
な
ど
に
、
悪
影
響
を
も
た
ら

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
産

さ
れ
た
農
作
物
の
安
全
性
に
も
、
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
．
．

　
こ
う
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
、
農

薬
を
使
う
こ
と
が
多
い
6
月
に
、
「
農

薬
危
害
防
止
運
動
「
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
．

　
専
用
の
保
管
場
所
を
つ
く
る

　
農
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
、
必
ず

決
め
ら
れ
た
使
用
時
期
と
使
用
回
数

を
守
り
ま
し
ょ
う
、
そ
し
て
、
散
布

、
へ
・
プ

ぺ
隆
＼

　み）　〆

す
る
際
は
、
農
薬
の
容
器
の
表
示
事

項
を
よ
く
読
み
、
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
、
ま
た
、
体
調
の
す
ぐ
れ
な

い
と
き
は
、
散
布
作
業
は
ひ
か
え
ま

し
ょ
う
。
こ
の
ほ
か
、
農
薬
に
よ
る

自
殺
や
他
殺
、
誤
飲
な
ど
の
事
故
な

ど
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
専
用
の
保
管

場
所
に
置
き
必
ず
鍵
を
か
け
て
お
く

よ
う
こ
し
ま
し
よ
う
、

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に応じております。
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卦
　
　
斎
　
　
蚤
　
　
曇
　
　
ヤ
　
　
畳
　
　
妾
　
　
｝
　
　
チ
　
　
蚤
　
　
斎
　
　
棄
　
　
峯
　
　
崇
　
　
階
　
　
牽
　
　
妄
　
　
棄
　
　
畳
　
　
峯
　
　
誉
　
　
棄
　
　
景
　
　
廿
　
　
蚤
　
　
暴
　
　
畳
　
　
憂
　
　
膏

巻
　
　
噺
　
　
景
　
　
妥
　
　

管
　
　
憂
　
　
帯
　
　
弾
　
　
蚤
　
　
篭
　
　
畳
　
　
蚤
　
　
暴

横
断
を
し
て
い
る
高
齢
者
を
避
け
よ

う
と
し
て
急
停
車
し
た
車
に
後
続
車

が
追
突
す
る
事
故
を
発
生
さ
せ
る
な

ど
、
自
分
は
大
丈
夫
で
も
他
人
の
事

故
を
誘
発
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
高
齢
者

の
方
も
進
ん
で
車
社
会
の
】
員
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
交
通
安
全
の
知
識

や
マ
ナ
ー
の
修
得
を
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
．
．

織
灘
藤
螺
麟
難
聯
蕪
一
一

　
人
生
八
↑
年
の
時
代
を
迎
え
高
齢

化
社
会
が
進
む
な
か
で
自
動
車
の
数

も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
方
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
こ
の
車
社

会
に
参
加
し
て
生
き
て
ゆ
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
最
近
特
に
高
齢
者
の

交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
昨

年
の
統
計
で
も
全
死
者
の
四
分
の
一

を
占
め
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
自

分
達
の
た
め
に
相
手
が
ゆ
ず
ブ
．
て
く

れ
る
だ
ろ
う
と
言
っ
た
考
え
は
持
た

ず
に
自
分
の
身
は
自
分
が
守
る
と
い

う
気
構
え
が
必
要
で
す
。

　
高
齢
者
の
事
故
は
大
別
し
て
三
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
．
．
第
】
に
高
齢
者

の
移
動
は
歩
行
の
場
合
が
多
く
、
ま

た
車
で
あ
っ
て
も
自
転
車
や
原
動
機

付
自
転
車
が
大
半
で
最
近
の
若
者
の

無
心
運
転
の
前
で
は
、
ま
っ
た
く
無

防
備
の
状
態
で
す
．
、
第
二
に
高
齢
者

が
自
動
車
を
運
転
し
た
場
合
、
若
い

人
に
比
較
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
適

正
能
力
が
落
ち
ま
す
か
ら
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
す
ぎ
で
物
に
衡
突
し
た
り
、

最
悪
の
場
合
は
人
身
事
故
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
第
三
に
交
通
事

故
誘
発
者
と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
者
が
運
転

す
る
車
が
狭
い
道
路
か
ら
広
い
道
路

へ
急
に
発
進
し
た
時
、
ま
た
無
謀
な

O

ミ
　、「’
、，戸

「ノ㌘
り∩

「

躍輪ング／一ノ

出
遅
れ
し
琴
の
練
習
に
急
ぐ
道
足
に

蹟
く
空
缶
拾
う

　
　
　
　
　
　
　
　
薄
儀
　
イ
セ

一
番
に
楠
森
塚
に
朝
陽
射
す
遠
き
我

が
家
の
窓
に
写
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

春
雨
に
湿
れ
る
我
が
家
日
も
す
が
ら

窓
辺
に
梅
の
花
明
り
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
　
延
世

張
り
切
り
し
心
も
揺
ら
ぐ
比
の
日
頃

歌
詠
む
こ
と
も
は
ず
み
な
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

入
り
来
し
病
室
の
灯
の
薄
明
り
髪
伸

び
し
友
が
妻
看
取
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

交
通
事
故
の
発
生
状
況
西
月
末
累
計
）

　椎諸北西1南東．門　日　　／計葉塚郷郷郷：郷川1向　　／　村村村村村町1町市　／　　　　　　1

　　　　　　　　件65　0　　0　　0　　2　　1　3　　11　48　　　　　　　　数人

　　　　　　　　死身2　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　2　　　　　　　　者事

　　　　　　　　一三80　0　0　0　2　　1　3　19　55　　　　　　　　者

　　　　　　　　件耕69b　9　　15　14　17　8　29　h〕4　5α，　　　　　　　　数額

＊
死
者

全
国
　
3
2
6
5
人

県
内
　
　
　
2
2
人
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欝
欝

回望

見
っ

鐡
い
・

i
ハ
（
’

　
　
ノ
ゴ

跨戸
O

行
政
相
談

夢　i／

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
日
時
　
6
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
6
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

住
民
健
診

　
平
成
三
年
度
の
健
康
診
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
．
．

　
対
象
者
は
、
町
内
に
在
住
す
る
平

成
二
年
四
月
一
日
現
在
で
三
四
卜
歳

以
上
の
町
民
全
員
で
す
．
但
し
次
の

方
は
除
き
ま
す
，
病
院
等
で
す
で
に

健
診
を
終
え
た
者
，
事
業
所
で
健
診

を
終
え
た
者
、
寝
た
き
り
の
者
．
．

　
対
象
者
に
は
問
診
票
を
組
合
長
さ

ん
か
ら
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
受
診
の

際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
．
．

　
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
山
ノ
ロ
集
落
セ
ン
タ
ー

　
6
月
6
日
　
　
（
寺
迫
・
中
尾
）

　
6
月
1
3
日
　
　
（
落
鹿
・
山
ノ
ロ
）

o
庭
田
公
民
館

　
6
月
2
0
日
　
　
（
長
崎
・
庭
田
）

　
6
月
2
7
日
　
　
　
（
庭
田
・
上
ロ
ム
牛
田
）

▽
受
付
時
間

　
9
時
3
0
分
か
ら
1
0
時
3
0
分

　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
対
象
組
合

牧
水
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
つ
り
大
会

東
郷
町
観
光
協
会
で
は
今
年
も
牧

水
ふ
れ
あ
い
つ
り
大
会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
つ
り
大
会
に
引
き
続
い
て
東
郷

町
商
工
会
議
年
部
主
催
に
よ
る
演
芸

大
会
も
行
わ
れ
ま
す
．
．

　
み
な
さ
ん
、
ふ
る
ハ
．
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
．
．

▽
日
時
　
7
月
2
1
日
　
8
時
か
ら

▽
場
所
　
牧
水
公
園

箸
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
上
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
福
野
の
金
丸
猛
さ
ん
か
ら

　
（
マ
サ
ヱ
さ
ん
・
8
9
才
ご
逝
去
）

◎
野
瀬
の
高
尾
国
義
さ
ん
か
ら

　
（
キ
ナ
ヱ
さ
ん
・
8
1
才
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
寺
田
晴
安
さ
ん
か
ら

　
（
フ
キ
ヱ
さ
ん
・
5
5
才
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
長
野
照
行
さ
ん
か
ら

　
（
信
子
さ
ん
・
6
8
才
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
今
朝
男
さ
ん
か
ら

　
（
キ
ナ
さ
ん
・
9
0
才
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
鶴
野
内
の
成
願
寺
よ
り
、
社
会
福

祉
の
た
め
に
と
金
一
封
の
ご
寄
付
が

よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
一
一
期

町
県
民
税
　
一
期

シ
ー
コ
ム
フ
ェ
リ
ー
ご
利
用
予
定
の
み
な
さ
ん
へ

　
宮
崎
県
北
部
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
、
　
一
人
ま
た
は

家
族
と
と
も
に
シ
ー
コ
ム
フ
．
一
リ
ー

を
利
用
す
る
場
合
、
普
通
乗
用
車
を

含
め
て
の
基
本
運
賃
が
割
引
さ
れ
ま

す
．　

但
し
、
今
ま
で
の
各
種
割
引
（
往

復
割
引
・
学
生
割
引
・
団
体
割
引
・

身
障
者
割
引
な
ど
）
と
は
重
複
し
て

割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
．

〈
1
0
％
割
引
期
間
〉

夏
季
　
下
り
7
月
2
8
日
～
8
月
1
5
日

　
　
　
上
り
8
月
1
5
日
～
8
月
2
0
日

目
乗
．
r
　
下
り
1
2
月
2
5
日
～
1
月
1
日

　
　
　
上
り
1
月
3
目
～
1
月
1
0
日

（
2
0
％
割
引
期
間
V

　
1
0
％
割
引
期
間
以
外
の
全
期
間

（
適
用
航
路
）

　
川
崎
～
木
更
津
、
川
崎
～
日
向
、

大
阪
～
宮
崎
、
神
戸
～
日
向
の
各
航

路
で
す
。

　
な
お
、
割
引
券
の
発
行
な
ど
く
わ

し
い
こ
と
は
役
場
企
画
財
政
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
．

二

儀謝一類
弓●一一＿，Fノ
し、、．

湊
濾
湊
激
漣
湊
激
渓
激
湊
奨
凝
湊
藁

濠
、
　
　
　
　
　
、
　
．
　
、
爆
、
脚
藤

藁
…
－
．
　
r
ド
～
、
；
、
　
　
、
ド
蘇

蕪
派
暴
艇
藤
藤
潔
一
門
演
藤
薬
藤
藤

（
四
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
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婚
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幸
せ
に
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ご
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祈
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